
  

 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   

 

 

尋
常
小
学
校
・
高
等
小
学
校
・
国
民
学
校 

 

日
本
の
近
代
教
育
制
度
は
、
1872
（
明
治
５
）

年
の｢

学
制｣

・
1879
年
の｢

教
育
令｣

に
よ
る
試

行
錯
誤
の
後
、
1886
年
、
文
部
大
臣
森
有
礼
の

下
で
の｢

学
校
令
【
小
学
校
令
、
中
学
校
令
、
師
範

学
校
令
、
帝
国
大
学
令
の
総
称
】｣

に
よ
っ
て
、
小

学
校
・
中
学
校
・
師
範
学
校
・
帝
国
大
学
な
ど

か
ら
成
る
学
校
体
系
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
【
旧

制
高
等
学
校
は
、
1894
年
の
高
等
学
校
令
に
基
づ
い
て

設
置
さ
れ
、
1918(

大
正
７)

年
の
高
等
学
校
令
の
改
正
に

よ
り
増
設
さ
れ
た
。
改
正
前
は
８
校
、
そ
の
後
増
設

さ
れ
、
最
終
的
に
31
校
と
な
っ
た
。
】。 

 

こ
の
時
、｢

小
学
校
令｣

で
、
尋
常
小
学
校(

尋

常
科
、
修
業
年
限
４
年
・
義
務
教
育)

と
高
等

小
学
校(

高
等
科
、
修
業
年
限
４
年)

と
が
設
置

さ
れ
、
そ
の
後
の
変
遷
を
経
て
、
1907
年(

明
治

40)
年
に
、
尋
常
小
学
校
の
修
業
年
限
が
６
年

(

義
務
教
育)

に
延
長
さ
れ
、
高
等
小
学
校
の
修

業
年
限
は
２
年
と
な
り
ま
し
た
。 

 

尋
常
小
学
校
へ
の
就
学
率
は
、
1892(

明
治

25)

年
に
は
男
子
70
％
、
女
子
36
％
で
し
た

が
、
1900
年
に
授
業
料
徴
収
が
廃
止
さ
れ
た
た

め
、
就
学
率
は
1902
年
に
は
90
％
を
超
え
ま
し

た
。
ま
た
、
1936(

昭
和
11)
年
に
は
、
尋
常
小

学
校
を
卒
業
し
た
者
の
う
ち
、
高
等
小
学
校
に

進
学
し
た
者
は
66
％
、
旧
制
中
等
教
育
学
校

(

旧
制
中
学
校
・
高
等
女
学
校
・
実
業
学
校)

へ
の
進
学
者
は
21
％
、
進
学
し
な
い
者(
就
職

な
ど)

は
13
％
で
し
た
。
高
等
小
学
校
卒
業
者

の
半
分
以
上
は
、
就
職
し
た
り
家
業
を
継
い
だ

り
し
ま
し
た
が
、
旧
制
中
等
教
育
学
校
や
師
範

学
校
へ
の
進
学
者
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
師

範
学
校
へ
は
、
学
費
が
無
料
で
全
寮
制
で
も
あ

っ
た
た
め
に
、
成
績
優
秀
な
が
ら
も
経
済
的
な

事
情
か
ら
旧
制
中
等
教
育
学
校
へ
の
進
学
を

断
念
し
た
者
が
、
多
く
進
学
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 

1937(

昭
和
12)

年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
戦

時
色
が
強
ま
る
と
、
1941
年
４
月
１
日
、｢

国
民

学
校
令(

勅
令
第
148
号)

｣

が
施
行
さ
れ
、
従
来

の
小
学
校
が
改
組
さ
れ
て
、
国
民
学
校
が
発
足

し
ま
し
た
。
尋
常
小
学
校
が
国
民
学
校
初
等
科

(

修
業
年
限
６
年)

に
、
高
等
小
学
校
が
国
民
学

校
高
等
科(

修
業
年
限
２
年)

と
な
り
ま
し
た
。

｢

國
民
學
校
ハ
皇
國
ノ
道
ニ
則
リ
テ
初
等
普
通

敎
育
ヲ
施
シ
國
民
ノ
基
礎
的
錬
成
ヲ
爲
ス
ヲ

以
テ
目
的
ト
ス
。(

『
国
民
学
校
令
』(

第
１

条))｣

と
さ
れ
、
国
家
主
義
的
色
彩
が
濃
厚
に

加
味
さ
れ
ま
し
た
。｢

国
民
学
校
令｣

に
は
、
1944

年
か
ら
義
務
教
育
の
年
限
を
６
年
か
ら
８
年

【
国
民
学
校
初
等
科
６
年
に
国
民
学
校
高
等
科
２
年

或
い
は
旧
制
中
等
教
育
学
校
２
年
を
加
え
る
。
】
に
延

長
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

1943
年
の｢

教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方

策｣

に
よ
り
、
そ
の
規
定
は
延
期
さ
れ
、
国
民

学
校
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
義
務
教
育
期
間
の

延
長
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

戦
後
の
1947
年
３
月
31
日
に
教
育
基
本
法
が

制
定
・
施
行
さ
れ
、
義
務
教
育
は
、
６
年
か
ら

９
年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
制
定
さ
れ

た
学
校
教
育
法
に
よ
り
、
６
・
３
・
３
・
４
の

新
学
制
が
４
月
１
日
か
ら
発
足
し
、
国
民
学
校

初
等
科
は
小
学
校
に
、
高
等
科
は
新
制
中
学
校

に
な
り
ま
し
た
。 

 

戦
時
下
の
国
民
学
校 

 
 

土
浦
市
中
央
に
住
ま
わ
れ
て
い
た
故
猪
俣

三
郎
氏
は
、
教
員
の
道
を
1925(

大
正
14)

年
の

島
名
小
か
ら
1963(

昭
和
38)

年
の
新
治
中
ま
で

の
39
年
間
歩
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
、

戦
前
か
ら
終
戦
ま
で
の
日
々
を
、『
思
い
出
を

語
る
１
・
２
・
３(

東
光
寺
護
持
会
報
第
16
号

～
第
19
号
所
収
。
氏
は
東
光
寺
護
持
会
長
を

長
年
務
め
ら
れ
た
。)

』
か
ら
抜
粋
し
ま
す
。 

 

１ 
小
学
校
時
代 

 

私
は
、
1906(

明
治
39)

年
１
月
14
日
、
美
並

村
深
谷(

現
か
す
み
が
う
ら
市
深
谷)

で
、
父
細

野
守
之
助
、
母
さ
た
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
今
年
【
1996(

平
成
８)

年
】
の
１
月
で
ち
ょ

う
ど
満
90
才
に
な
り
ま
し
た
。
家
は
農
家
で
、

兄
・
姉
・
弟
の
４
人
兄
弟
で
し
た
。
小
学
校
は

美
並
尋
常
高
等
小
学
校
【
現
か
す
み
が
う
ら
市
立

霞
ヶ
浦
南
小
学
校
】
に
通
い
ま
し
た
。
１
学
年
１

ク
ラ
ス
で
１
ク
ラ
ス
50
人
く
ら
い
、
男
女
一

緒
で
す
。
１
年
か
ら
６
年
ま
で
全
校
で
300
人

く
ら
い
の
学
校
で
し
た
。
尋
常
科
６
年
を
終
え

て
、
高
等
科
に
進
み
ま
し
た
。
高
等
科
は
２
年

で
す
。
高
等
科
２
年
卒
業
が
師
範
学
校
一
部
へ

の
入
学
資
格
で
し
た
。
高
等
科
１
年
ま
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
村
の
小
学
校
に
あ
り
ま
し
た
が
、
高

等
科
２
年
は
美
並
小
学
校
に
し
か
併
設
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
２
年
に
な
る
と
近

隣
の
小
学
校
か
ら
も
通
っ
て
来
ま
し
た
。
上
大

津
と
か
、
方
々
の
、
高
等
科
２
年
の
無
い
学
校

か
ら
、
４
、
５
人
く
ら
い
ず
つ
集
ま
っ
て
来
て

い
ま
し
た
。 

 

２ 

師
範
学
校
へ 

 

美
並
小
学
校
の
高
等
科
２
年
を
卒
業
し
て
、

師
範
学
校
【
茨
城
県
師
範
学
校
。

1943
年
の
師
範
教

育
令
改
正
に
伴
い
、
師
範
学
校
は
官
立
に
移
管
し
、

茨
城
師
範
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
】
へ
進
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
入
学
試
験
は
、
水
戸
の
師
範
学

校
で
行
わ
れ
ま
す
。
師
範
学
校
は
、
今
の
水
戸

三
高
の
所
に
あ
り
ま
し
た
。
試
験
は
１
週
間
く

ら
い
掛
か
り
ま
し
た
の
で
、
旅
館
に
泊
ま
っ
て

試
験
に
通
い
ま
し
た
。
１
日
１
科
目
く
ら
い
で
、

す
ぐ
に
採
点
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
翌
日
の
朝
、

「
次
の
者
は
次
回
の
試
験
を
受
く
る
に
及
ば

ず
」
と
の
掲
示
が
出
さ
れ
、
不
合
格
者
が
篩
い

落
と
さ
れ
ま
す
。
最
後
ま
で
残
り
ま
し
た
が
、

最
終
の
合
格
通
知
は
、
後
日
、
郵
便
葉
書
で
来

ま
し
た
。 

 
 

当
時
、
師
範
学
校
一
部
は
、
４
年
の
修
業
年

限
で
、
全
員
が
寄
宿
舎
で
４
年
間
を
過
ご
す
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
軍
隊
式
の
生
活
様
式

で
、
各
部
屋
に
は
４
年
生
の
部
屋
長
が
お
り
、

各
学
年
２
人
ず
つ
、
１
部
屋
８
人
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
部
屋
の
中
に
は
机
が
４
つ
ず
つ
向
か

い
合
っ
て
、
８
つ
並
べ
て
あ
り
、
そ
の
周
囲
に

ベ
ッ
ド
が
８
つ
備
え
付
け
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

師
範
学
校
の
一
日
は
、
７
時
の
起
床
の
合
図

で
始
ま
り
ま
す
。
洗
面
を
済
ま
せ
、
朝
食
と
な

平成３１年２月１２日 
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戦時下の小学生１ ～国民学校～ 

 1941(昭和 16)年４月１日、｢国民学校令(勅令第 148号)｣

が施行され、従来の小学校が改組されて、国民学校が発足

しました。国民学校は、戦時体制に即応するもので、小学

生は少国民と呼ばれるようになり、否応無しに戦時体制に

組み込まれていきました。 

文中の【 】内は筆者による注記です。 

 

 

月刊 
（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 

島名小時代 
昭和２年３月、茨城県筑波郡島名村立島名尋常高等小学校尋

常科第６学年卒業記念(玄関前。前から２列目右から３人目が猪

俣(当時は細野)三郎氏) 



  

 

り
ま
す
。
食
事
は
食
堂
で
全
員
が
一
緒
に
頂
き

ま
す
。
１
学
年
80
人
、
全
校
で
は
320
人
で
す

か
ら
、
食
堂
も
大
き
な
建
物
で
し
た
。
朝
食
が

済
む
と
登
校
で
す
。
た
だ
、
登
校
と
言
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
寮
か
ら
渡
り
廊
下
で
教
室
に
移

る
だ
け
で
す
か
ら
、
１
、
２
分
で
済
ん
で
し
ま

い
ま
す
。 

 

授
業
は
８
時
30
分
か
ら
、
１
講
座
45
分
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
師
範
学
校
で
す
か
ら
、
教
育

学
は
勿
論
、
時
間
毎
に
教
室
を
移
動
し
な
が
ら
、

専
門
の
教
科
科
目
も
、
み
っ
ち
り
と
叩
き
込
ま

れ
ま
し
た
。
昼
食
を
挟
ん
で
、
３
時
ま
で
授
業

が
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
立
派
な
先
生
が
多
か

っ
た
た
め
に
、
授
業
に
飽
き
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

当
時
の
師
範
学
校
は
、
授
業
料
は
要
り
ま
せ

ん
し
、
食
費
も
不
要
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
私

は
小
遣
い
だ
け
を
実
家
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
教
員
養
成
の
費
用
は
、

全
部
国
が
負
担
を
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ

だ
け
教
育
を
重
視
し
て
い
た
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。 

 

授
業
が
終
わ
る
と
、
夕
食
の
時
間
ま
で
が
、

自
由
時
間
と
な
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
た

り
、
散
歩
を
し
た
り
、
と
思
い
思
い
に
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。 

 

入
浴
を
済
ま
せ
、
夕
食
が
終
わ
る
と
、
７
時

か
ら
９
時
ま
で
が
自
習
時
間
で
、
９
時
か
ら
舎

監
の
先
生
の
点
呼
が
あ
り
、
消
灯
と
な
り
ま
し

た
。
９
時
以
降
も
勉
強
を
し
た
い
者
は
、
自
習

室
で
勉
強
し
ま
し
た
。
冬
の
暖
房
は
、
火
鉢
１

つ
で
し
た
。
土
浦
に
比
べ
、
水
戸
は
か
な
り
寒

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
寒
さ
対
策
は
、｢

我

慢
す
る｣

こ
と
だ
け
で
し
た
。 

 

当
時
、
師
範
学
校
生
は
、
卒
業
と
同
時
に
教

員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
今
の
よ
う
な
採

用
試
験
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
の
赴
任
先

は
、
筑
波
郡
の
島
名
小
学
校
【
現
つ
く
ば
市
立

高
山
学
園
島
名
小
学
校
】
で
し
た
。
大
正
14
【
1925
】

年
春
、
島
名
小
に
赴
任
し
て
み
る
と
、
尋
常
科

６
年
生
の
担
任
で
し
た
。
新
採
で
力
不
足
で
し

た
が
、
と
に
か
く
、
一
生
懸
命
教
え
ま
し
た
。

担
任
し
た
子
供
た
ち
は
、
翌
年
の
春
に
卒
業
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
僅
か
１
年
し
か
教
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
子
供
た

ち
は
、
卒
業
後
３
年
に
１
回
く
ら
い
の
割
合
で

同
窓
会
を
開
き
、
会
へ
の
招
待
が
今
で
も
続
い

て
い
ま
す
。 

 

３ 

戦
時
下
の
国
民
学
校 

 

私
は
、
戦
時
中
は
都
和
国
民
学
校
【
現
土
浦

市
立
都
和
小
学
校
】(

教
頭
と
し
て
1940
年
か
ら
1944

年
ま
で)

と
八
郷
の
下
青
柳
国
民
学
校
【
1957(

昭

和
32)

年
に
小
幡
小
と
統
合
。
現
石
岡
市
立
小
幡
小
学

校
】(

校
長
と
し
て
1944
年
か
ら
1947
年
ま
で)

と

に
奉
職
し
て
い
ま
し
た
。
中
学
【
旧
制
中
学
】

生
・
高
女
【
旧
制
高
等
女
学
校
】
生
同
様
、
小
学

生
も
戦
争
と
は
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

12
月
８
日
、
開
戦
の
日
に
は
、
全
校
朝
礼

で
校
長
の
講
話
が
あ
り
、
各
ク
ラ
ス
で
開
戦
の

意
義
を
説
明
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
農
繁

期
に
は
家
の
手
伝
い
を
す
る
た
め
に
、
学
校
は

休
み
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
５
・
６
年
生
は
、

半
日
く
ら
い
の
日
程
で
、
出
征
兵
士
の
家
の
手

伝
い(

援
農)

に
出
掛
け
ま
し
た
。
桑
畑
の
草
取

り
な
ど
の
細
か
い
仕
事
を
担
当
し
ま
し
た
。
先

生
方
も
分
担
し
て
各
家
を
回
り
ま
し
た
が
、
子

供
達
が
怪
我
で
も
し
て
は
、
と
心
配
し
ま
し
た
。 

 
 

戦
争
が
激
し
く
な
っ
て
も
、
授
業
は
平
常
通

り
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お
昼
の
弁
当
を

持
っ
て
来
ら
れ
な
い
子
供
が
出
て
き
ま
し
た
。

田
舎
の
農
村
地
域
で
、
食
糧
事
情
は
都
会
ほ
ど

悪
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、

小
作
の
人
た
ち
の
子
弟
な
ど
は
、
お
昼
に
な
る

と
教
室
か
ら
姿
が
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
数

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
子
供
の
気
持
ち
を
斟
酌
す

る
と
、
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
、
と
頭
を
悩

ま
せ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
校
庭
で
南
瓜
を
作

っ
た
り
、
道
端
に
大
豆
を
植
え
て
、
収
穫
後
は

子
供
と
一
緒
に
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
休
耕
田

を
借
り
て
、
子
供
と
米
を
作
り
、
取
り
入
れ
が

終
わ
る
と
、
農
家
か
ら
釜
・
蒸
籠
【
せ
い
ろ
・

せ
い
ろ
う
】、
臼
・
杵
ま
で
借
り
て
、
餅
搗
き
を

し
ま
し
た
。
今
で
は
良
い
思
い
出
で
す
が
、
当

時
は
皆
必
死
で
し
た
。 

 

下
青
柳
国
民
学
校
は
、
複
式
学
級
で
し
た
。

２
学
年
が
同
じ
組
に
入
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

片
方
の
学
年
を
教
え
て
い
る
時
に
は
、
も
う
片

方
の
学
年
は
自
習
に
な
る
わ
け
で
す
。
先
生
方

は
、
神
経
を
遣
い
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
子

供
は
自
学
自
習
の
習
慣
が
自
然
と
身
に
付
い

た
よ
う
で
す
。
下
青
柳
の
子
供
は
、
本
校
の
小

幡
国
民
学
校
【
現
石
岡
市
立
小
幡
小
学
校
】
の
高

等
科
へ
行
っ
て
、
良
く
伸
び
る
と
誉
め
ら
れ
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

中
学
や
高
女
な
ど
の
上
級
学
校
へ
の
進
学

を
志
す
子
供
に
は
、
課
外
授
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
先
生
方
の
全
く
の
手
弁
当
で
す
。

村
か
ら
１
・
２
名
し
か
合
格
し
な
い
の
で
す
か

ら
、
大
変
な
難
関
で
し
た
。
午
後
か
ら
は
青
年

学
校
（注）
が
始
ま
り
ま
す
。
週
１
・
２
回
で
す

が
、
小
学
校
を
卒
業
し
て
家
業
を
継
い
で
い
る

者
な
ど
に
、
軍
事
教
練
と
学
課(

国
語
・
漢
文
・

社
会
・
数
学
な
ど)

を
施
す
も
の
で
す
。
青
年

学
校
の
校
長
が
任
命
さ
れ
た
所
も
あ
り
ま
し

た
か
ら
、
１
つ
の
学
校
で
２
人
の
校
長
が
居
た

学
校
も
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

校
長
と
し
て
一
番
頭
を
悩
ま
し
た
の
は
、
先

生
の
補
充
で
す
。
先
生
方
に
も
否
応
無
し
に
召

集
令
状
が
届
き
ま
す
。
令
状
が
来
れ
ば
、
指
定

の
期
日
ま
で
に
必
ず
入
営
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
先
生
が
居
な
け
れ
ば
、
授
業
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
補
充
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
校
長
は
、
学
区
内
の
教
員
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
を
探
し
、
お
願
い
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
全
部
校
長
の
仕
事
で

す
。
資
格
者
が
見
つ
か
ら
な
い
と
き
に
は
、
資

格
は
無
く
て
も
、
教
員
と
し
て
の
能
力
が
あ
る

と
認
め
た
人
を
代
用
教
員
と
し
て
採
用
し
ま

す
。
突
然
の
召
集
で
先
生
が
居
な
く
な
る
わ
け

で
す
か
ら
、
補
充
の
人
事
に
は
本
当
に
苦
労
し

ま
し
た
。
８
月
15
日
の
終
戦
後
も
、
９
月
か

ら
墨
塗
り
教
科
書
を
使
い
、
授
業
は
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
価
値
観
の
大
転
換
な
ど
、
大
き
な
混

乱
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
、
授
業
を
続

け
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
教
育
者
と
し
て
誇
り

得
る
こ
と
だ
、
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
【
氏
は
、

そ
の
後
、
下
大
津
中
、
栄
中
、
新
治
中
の
校
長
を
歴

任
し
、
新
治
中
で
は
、
初
代
校
長
と
し
て
、
校
歌
の

作
詞
も
さ
れ
て
い
る
。】。 

 

                 (注)
青
年
学
校 

 

小
学
校(

国
民
学
校)

卒
業
後
の
勤
労
青
年
を
対
象
と

す
る
定
時
制
の
教
育
機
関
で
、
小
学
校(

国
民
学
校)

に

併
置
さ
れ
る
も
の
が
多
か
った
。
1935(

昭
和
10)

年
の｢

青

年
学
校
令｣

に
基
づ
き
、
実
業
補
習
学
校(

1893(

明
治
26)

年
設
置)

と
青
年
訓
練
所(

1926(

大
正
15)

年
設
置)

と
を

統
合
し
て
発
足
し
た
。
普
通
科 

(

２
年)

、
本
科 

(

男
５

年
、
女
３
年)

、
研
究
科 

(

１
年)

、
専
修
科(

年
限
不
定)

を
設
け
て
、
初
等
教
育
の
補
習
、
職
業
教
育
及
び
軍
事

訓
練
を
施
し
た
。
日
中
戦
争
の
中
で
、
国
家
総
動
員
体

制
を
担
う
国
民
を
養
成
す
る
た
め
、
1939
年
に
男
子
の
義

務
制
を
実
施
し
、
特
に
軍
事
教
練
を
重
視
し
た
。
戦
後

の
1947
年
、
新
学
制 

(

６
・３
制) 

の
実
施
に
伴
って
廃
止

さ
れ
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

 

 

下高津小時代  

昭和 10年代前半、下高津農業青年学校の生徒とともに

(１列目、右から２人目が猪俣氏) 

(水戸第二連隊将校による教練査閲時のものか。) 


